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研究主題=「 自ら課題解決 を図ることのできる学習活動への支援の工夫」

体育副題:学 び方 を重視 した選択 制授業

保健副題:実 践力 を身に付 けるための課題学習

1研 究主 題 と研 究 の方 針

1主 題 設定 の理 由

国際 化、情報 化、科学技術 の発 展、環境問題への関心 の高 ま り、少子高齢社会の到来 な ど、

社会 の状 況が大 き く変化 している。21世 紀 を生 きる人材 を育てるため に、我が国 にお ける これ

か らの学校 教育の在 り方 と して、「ゆ とり」 の中で 自ら学び 、自ら考 える力 などの 「生 きる力」

の育成 が求 め られてい る。

この ような背景 を受け、学習指導要領が改訂 され、平 成12年 度 より新学習指導要領 の移 行措

置期 間に入 っている。 また、新学習指導要領の保健体育科 においては、心 と体 をよ り一体 と し

て とらえ、生涯にわた って計画的に運動 に親 しむ資質や能力 を育 てる とともに、健康 の保 持増

進 を図るための実践 力の育 成 と体力 の向上が基本的なね らい とな り、一層の授業改善が求 め ら

れている。

平成12年 度高等学 校教育研 究員 保健体育部会 は、 この改訂 の趣 旨を受 け 、 「学 び方 」 と 「実

践力」 を育成す るため、生徒 の学習活動 に対す る支援 の在 り方につ いて研究 を進め るこ とと し

た。研 究の視点は、生徒 が 自ら課 題 を発見 し、解決で きる ようにす るための教師 のかかわ り方

を本研 究の中心 にお き、研 究主題 を 「自ら課題解決 を図る ことので きる学習活動への支援 の工

夫」 と した。

2研 究の方 針

《 体 育 》

本研 究では、'変化す る現代社 会において、生徒が生涯にわたって計画的 に運動 に親 しむ資 質

や能力 を身 に付 け ることが重要であ ると考 えた。そのために、体育理論 の学習 内容 を運動 の 実

践 を通 して、生徒 が主体的 に学 び、課題解決す る選択制授業 の充実 を 目指す こ ととした。

そ こで、選択 制授 業の学習 を通 じて、体育理論 との関連 を図 りなが ら、生徒が学習 計画 を立

案 し、 グループや 自己の能力 に応 じた課題解決 を図 る練習 やゲームを行 い、新 たな課題 を見 い

だす などの学び方 に視点 をあて、「学 び方 を学 ぶ」過程へ の支援 の在 り方 につ いて研 究 を進 め

る ことと した。

《 保 健 》

本研 究では、生徒 がヘル スプロモーシ ョンの考 え方 に基づ き、健康 に関す る意志決 定や行 動

選択 及び健康的な社会環 境づ くりの大切 さを理解 し、心 身の健康 の保持増進 を図るための実践

力 を身に付け ることが重要である と考えた。そのため に、生徒 が身近 な健康 問題 に気付 き、 体

験 的な学習な どを基盤 と した課題学 習に よる保健の授業 改善 を目指す こ とと した。

そ こで、教師主導の知識伝達 に偏 りがちな授業か ら、生徒 の主体的な学習活動へ の転換 を図

るために、生徒 が身近 な健康問題 に気付 くきっか けと しての体験 的な活動 や調査研究 及び発 表

な どにおけ る体験 的 な学習 を通 じて、生徒が主体 的に課題解決で きる ような新 たな単 元や課 題

学習 に対す る支援 の在 り方 について研 究 を進 めるこ とと した。
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3研 究の経過
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4研 究の構想図

「中央教育審議会」「教育課程審議会」「保健体育審議会」の各答申及び 「新学習指導要領」

学習指導要領改訂の背景
○豊かな人間性をはぐぐむ。
○一人一人の個性を生かして、その能力を

十分に伸ばす。
○社会の状況が大 きく変化する中で21世紀

を生 きる人材を育てる。

高等学校 保健体育科の目標
○心 と体を一体 として とらえる。
○健康 ・安全や運動について理解する。
○運動の合理的な実践を図る。
○生涯にわたって計画的に運動に親 しむ資質

や能力を育てる。

○健康の保持増進のための実践力を育成する。
○体力の向上を図る。
○明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育

てる。

〈 従前の指導観 〉 → 〈 生きる力の育成 〉 → 〈 学び方を学ぶ 〉

・教員が一方的 に教 える。
・運動 の方法 を教 える。
・教科書の内容や知識を教える。

授 業 観 の 転 換

、、 濃灘灘購 伽.

指 導 法 の 改 善

・生徒が主体的 に学ぶ
。

・運動 を通 じて学ぶ。
・教科書を活用して実践的に学ぶ。

1戸一癩1至冨一マ言廉葱漏諏 「羅 と籏蒸 暮暑 言暴房姦易τ罫 一一、
1〈 副題〉 体 育[学 び方 を重視 し腿 肺1授 業]l

L____墨_慰 墾 雄.型 遺}ナ毬 塑 」轡 宝廻___.___」

選択 制授 業で 「学 び方 を学ぶ」 とは

・興味 ・関心に応 じた種目が選択できる。
・主体的な活動を行うために目標設定ができる。
・目標を達成するために課題設定ができる。
・課題解決を図るための活動計画の立案や修正

により、実践に結びつけることができる。

基 礎 研 究
・先行研究の検

討 ・研究
・実態調査から

の課題把握

保健学習で 「学び方 を学ぶ」 とは

・生涯にわたる健康の保持増進のための課

題を見付けることができる。
・課題解決の方法を工夫することができる。
・課題解決の内容を発表などで表現 し、新
たな課題を見いだすことができる。

《体育研究仮説》

選択制授業において、体育理論の学習内容と運動領域の学習との関連を図る教材 を工夫 し、学習の

活動計画の立案や修正を支援することにより、生徒は、体育理論の重要性に気付き、グループや自己の

課題を発見 したり、解決する方法を主体的に工夫したりするようになり、「学び方を学ぶ」ことができる。

《保健研究仮説》

保健学習において、「日常生活の健康」という単元を作成し、体験的な学習を取 り入れた課題学習を行
い、課題発見や課題把握、課題解決、発表やまとめの方法を支援することにより、生徒は、身近な健康問題

に気付き、主体的に課題解決の方法を学び、健康の保持増進に向けた実践力を身に付けることができる。

実 証 授 業 の 分 析 ・ 考 察

ま と め ・ 今 後 の 課 題
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II研 究の内容

◇◆ 体 育 ◆◇ 〈副題1学 び方を重視 した選択制授業〉

1先 行研 究 か らの課題把握

自ら課題解決 を図るこ とので きる学習活動 への支援 を工夫す るために、学 び方 を重視 した選

択制授業 の在 り方 を研究す るこ とと した。生徒 が生涯 にわたって計画的 に運動 に親 しむ資 質 や

能力 を育 てるこ とが重要 であるこ とか ら、体育理論 の学習内容 を運動 の実践 を通 して、学 ばせ

ることが大切であ る と考 え、「体育理論」や 「選択制授業 」に関す る先 行研 究 か ら課題 を把握

す るこ ととした。

(1)体 育理論や選択制授業に関する教師や生徒の意識について

① 体育理論について(平 成9年 度教育研究員 高等学校保健体育部会報告書 より抜粋)

多 くの教師が体育理論の意義や必要性 を感 じているが、その実施は38.2%に とどまり、扱

い方は、各運動領域 との関連付けや保健と関連付けて行うとよいと考えている。生徒の67.3

%が 体育理論を実技の中で学習 したいと考え、約6割 の生徒が自分たちで練習の方法 ・内容

を決めたいと考えている。

〈教師 ・生徒への体育理論に関する意識 ・実態調査結果(抜 粋)〉
エ ア

A体 育 理 論 の 実 施 に つ い てA12 .5%103%

生

徒

ア 全ての内容を実施 している
イ ー部の内容を実施 している
ウ 実施 していない
エ その他

ウ
B体 育理論の意義 ・必要性について

49.3%

生涯スポーツ ・健康問題に深 く関係
合理的に運動を行うため
技能 ・体力の向上のため

 

ア
イ

ゥ

エ
オ

選択制授業で生徒が主体的に運動を行 うため

興味をもたせるため

C各 単元ごとにどのような扱い方が

ア
イ 講義形式で
ウ 実技の中で
エ その他

b自 分たちで練習方法、内容
を決めて授業を行いたいか

ア は い
イ 種目によって
ウ いいえ

よい と考えるか
ア 体力 トレーニングの方法と内容について
イ 運動技能の構造 と練習法について
ウ 現代社会とスポーッにっいて

a体 育を理論的に学ぶために授業は
どんな形が効果的だと思うか
保健の授業の中で

a工

ウ

67.3

100瓢

80%C

soz

40%

20%

脳

ア

イ

279%

オ

34.2

8

11.7%

AA

一一一

一 一

一 一

13.4

::…,

X3.8:

52.4

癬

'5嫁 iz.a

羅鱒
i

Fi

一

一一 一

6Q.-0

藩

　

一 一

一一一一 一'F

一 一一一
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282
.

騒鶏

一 一

ア

イ

15.2% b

ウ

39.0%

イ

ア

1%

イ

249瓢

ウ

18.1%

1細
o各 運動領域

に関連づけ
て

回講義形式で1

計口的・集!

中的に

ア

ox

イ

37.1%

② 選択制授業について(平 成11年 度教育研究員 高等学校保健体育部会報告書 より抜粋)

教師の約7割 が、生徒に課題をもたせる方法として 「個人の考えやグループでの話 し合い」

などを重視 している。また、支援の方法 として 「学習資料の活用」 を挙げている。

生徒は、仲間との協力が必要であ り、個人やグループの課題を発見 ・解決 して活動 しよう

としていることがうかがえる。また、32%の 生徒が現状では授業計画を立てられずに困って

いる実態が明らかにされている。

一4一



A選 択制授業において生徒に課題をもたせる方法

ア グループで話 し合いをもつ

イ 教師が与える

ウ 生徒個人で考える
エ その他

課題を明確にもつための具体的な支援方法

学習 ノー ト、個人カー ド等の活用

視聴覚機器の利用

評価基準の提示

選択制授業を行 う上で困っていること

ア 授業計画がうまく立てられない

イ 技術が上達 しない

ウ その他

ウ

45%

選択制授業を現在より充実 したものとするために必要なもの

グループの仲間の協力

明確 な目標や課題

教師の助言、支援

運動特性の十分な理解

その他

ウ

13%

イ

zax

ア

46%

ア

45%

(2)体 育理論や選択制授業に関する先行研究における今後の課題について

① 体育理論について
ア 運動領域の学習 との関連を一層重視 した体育理論の学習方法の工夫

イ 学び方を学ぶことができるような学習資料の工夫 ・改善

ウ 体育理論の学習指導における教師のかかわり方

② 選択制授業について
ア 学び方を重視 した単元計画や学習過程の工夫

イ 生徒の主体的な学習を促すための学習資料の工夫 ・改善

ウ グループの協力や課題を明確化するための教師のかかわ り方の工夫

2仮 説の設定

生徒が主体的 に課題解決 を図る選択制授 業は、体育理論の学習 内容 を理解 しているこ とが

重 要であ る と考 えた。 しか し、先行研究の課題か ら、教 師は、体育理論の必要性 を理解 しな

が らも十分指導で きて いない現状 を把握す ることがで きた。

選択 制授業 を通 じて運動領域の学習 と関連 を図 りなが ら体育理論 を学ぶことによ り、グルー

プや 自己の能力 に応 じた 目標の設定、課題発見 や課題解決 を図 るための練習の方法 、学 習活

動 の計画立案や修正等 について生徒 自ら実践 で きる能力 を育て ることがで きると考 えた。

また、体育理論 を参考 に しなが ら、課題発見 や課題解決 を図 る学習の活動計画 を立案 ・修

正 する際 に活用す る 「学習 ノー ト」や 「体育理論 シー ト」 を工夫する ことと した。

これ らの ことか ら、次の ような仮説 を設定 した。

《仮 説》

選択制授 業において、体育理論 の学習 内容 と運動領域 の学習 との関連 を図る教材を工夫 し、

学習の活動計画 の立 案や修正 を支援す るこ とによ り、生徒 は、体育理論 の重要性 に気付 き、

グループや 自己の課題 を発見 した り、解決す る方法 を主体 的に工夫 した りす るよ うにな り、

「学 び方 を学ぶ」 ことがで きる。
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3選 択制授 業にお ける単元の学習活動例

仮 説 を実証する に当た り、以下 に示す ような単元 の学習活動例 を考 えた。

選択制授 業 において、生徒 自らが課題 を見付け、課題解決 を図 ることがで きるような学 習

て、生徒 が グループや 自己の課題 を見付け、課題解決 を図るための練習方法や戦術 な どを考

(1)単 元 の学 習活動例

時間 学 習 過 程 学 習 活 動

○ オリエ ンテーシ ョン ○学 習環 境 ・条件 を知 り、 自 らの興 味 ・関
選
択

・種 目選択 心に応 じた種 目を選択する。

i 学
制
授

○選択 した種 目ごとのグループで学習活動

業 ・グ ル ー ピ ン グ の計画 を立て る。
の

f 習 単
○グループ内での役割分担を決める。

兀 ・活動計画の立案 ※体育理論 との関連→ 『社会の変化 とスポーツ』

の

独 ・変化 する現代社会 にお け るスポ ー ツの 意義 や必 要

2 1 自
な

性

段 ・ス ポ ー ツ と の か か わ り方 や 豊 か な ス ポ ー ツ ラ イ フ

階
の設計と実践

○ね らい1 ○グループで作成 した学習活動 の計画 に基

・自分(た ち)の 力 に合 った運 づ き、 練習 を行 い 、作 戦 を工 夫 して試 し

動の行い方 を決 め、運動の のゲームな どを行 う。

3 選

択
特性に触れるための練習や ○学習活動を通 して、グループや個人の課

し ゲーム を行 い、 その方法 を 題 を発見 し、新たな練習方法をグループ

f 学 た 学びなが ら工夫する。 で考え、活動計画を修正する。

種 ※体育理論との関連→ 『運動技能の構造と運動の学び

10
目

方』

の

習 特
・運動技能 の構造的 な理解

性
・運動技能の上達過程と上達の程度の把握

を ・運動 に親 しむための学び方の理解

追

皿 究 ○ね らい2 ○グループや 自己の課題解決の状況を把握

11 す ・練習 により、高 まった力 に す る とと もに 、練習 や ゲー ム を通 して 、

る ふさわしい運動の方法 を決 運動の特性 を追究す るために、新たな課

～

段

階
め、ゲームや大会 な どを運 題や計画的な練習方法などを考える。

営 できるようにする。 ※体育理論 との関連→ 『体 ほ ぐ しの意 義 と体 力の 高 め

16 方』

・体 ほ ぐしの意義 と体力の高め方
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を進 めるため には、体育理論の学習 内容 と運動領域の学習 との関連 を図 り、

え、主体 的 に学習 を進めてい くことが重要 である。

運動 の特性 に応 じ

教 師 の 支 援 評 価 の 観 点 教 材 等 の 工 夫

1

◎生徒が体育理論 を活用 した運動領域 ・自らの意志で種 目を選 ん

の学習 を通 じて 、 グルー プや 自己の で い る か 。

課題を見付け、解決を図るための練 ・ 「計画 一実施 一評価 」 の ・学 習 ノ ー ト

習方法や戦術を工夫 してい くような 学習サイクルで活動を積

学習の大切 さを理解で きるようにす み重ねていくことが理解

る 。 で きたか。 ・グ ル ー プ ミ ー テ ィ ン グ

◎生徒が グループや 自己の課題 を解決 ・課題解決に向けた学習の ・体育理論 シー ト

す るため に、 体育 理論 を活 用 して 、 見 通 しを もつ こ とが で き

練習方法を考えることがで きるよう た か 。

にする。

◎生徒が グループや 自己の課題 を見付 ・運動 の特性 にふれ た り、 ・学 習 ノ ー ト

け るた め に、簡 易 ゲ ームや ス キルテ 運動の特性を踏 まえた課 ・体育理 論 シー ト

ス ト、 体力 テ ス トな どを活用 で きる 題の設定や練習方法になっ ・ス キ ル テ ス ト

ようにす る。 て い る か 。 ・体 力 テ ス ト

・グ ル ー プ ミ ー テ ィ ン グ

◎生徒 が ルー ル を工 夫 した り、練 習 や ・グループの課題解 決 に向 ・学 習 ノ ー ト

ゲーム を行 った りしなが ら、 運動 の けた学習活動を通 じて人 ・グ ル ー プ ミ ー テ ィ ン グ

特性 を追究で きるようにする。 間関係づ くりなどにも結 ・体育理論 シー ト

びついてい るか。

呵
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(2>選 択制授 業 におけ る支援 について

単元 の学 習計画 に基づ き、 グループや 自己の課題 を見付 け、自 ら課題解決で きるよ うな

学習 を進 めるため に、次の ような支援の在 り方 を考えた。

① オ リエ ンテー シ ョンの段 階での工夫

ア 生徒 が 自らの興味 ・関心 に応 じた種 目を選択 で きる ようにす るため 、事前 に意 識調

査 を行い、学習環境 や条件 に無理が ない範囲で、で きる限 りの運動種 目を用意す る。

イ 生徒 が学習の見通 しをもち、学習計画 を立案するための学習 ノー トを用意す る。

また、学習計画 を立てる際に参考 となる体育理論 シー トを用意す る。

ウ グルー ピ ングは、選択 した種 目ご とに編成 し、生徒が役割分担 を行 う際、誰 もが リー

ダーや学習計画 を立案で きるような工夫 を促す。

工 生徒 が学習 ノー トの作 成 ・活用 を通 して 「学び方を学ぶ」 という学習 のね らい を理

解で きる ようにす る。

② ね らい1の 段 階での工 夫

ア 生徒 が運動 の特性 に基づ き、グループや個 人の課題 を発見で きるように、簡易 ゲ ー

ムやスキルテス ト、体力テス トなどの活用 を促す。

イ 生徒 が グループや 自己の課題 を解決で きる ように、グループ内の話 し合いを重視 し、

体育理 論 シー ト等 を参考 に しなが ら練習方法な どを工夫で きるよ うにす る。

ウ 生徒 が毎時間の学 習活動 について 自己評価 や相互評価 を行 い、次時の課題 を明確 に

しなが ら、学 習計画を立案 で きるようにする。

③ ね らい2の 段 階での工 夫

ア 生徒 が グルー プや 自己の新 たな課題 を発見 した り、課題解決す る方法 を工夫 した り

す るために、 グループ間での情報交換の活用 を促す。

イ 生徒 がね らい1の 段 階の学習で高 まった力 を実 感で きるよ うなゲ ーム等 を計画 的 に

運営 ・実施 で きる ようにす る。

ウ 生徒 がゲーム等 を通 して、ルールの工 夫や戦術 の重要性 な どを気付 くよ うにす る。

④評価 の工 夫

ア 生徒 が学習 ノー トの評価欄への記 入 を通 して、学習活動 におけ る 「計画(P)一 実

施(D)一 評価(S)」 のサ イクルの重要性 を気付 くようにする。

イ 学習計 画の修正 を行 うために、 グループ としての自己評価 を活用で きるようにす る。

ウ グループにおける個 人の役割や活動状況 な どを理解す るため に、 グル ープ内で の相

互評価 を活用で きるよ うにす る。

工 各 グループの活動状況 について、 グループ問での相互評価 を活用で きるようにする。

オ 生徒 の運動欲求 を把握す るための診断的評価 や学習活動 の各段階 にお ける形成 的 な

評価 を行 う。

⑤教材の工夫

ア 生徒が選択制授業 にお ける学習活動の 「計 画一実施 一評価」のサ イクルや単元全 体

の見通 しを もち、学習段階 ご とに計画 を修正 で きる ようにす る学習 ノー トを工夫す る。

イ 生徒が グループや自己の課題解決 を図るための練習の方法や戦術 を考 える際の参 考

となる体育理論 シー トを作成す る。
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i

Φ

i

〈学習 ノー ト及 び体育理 論 シー ト(一 部)〉

体育崩 シート側 『運 動 領 域 の 学 習 編(基 礎)』
`ニンジ呂ルシート,1現代社会におけ

るスポーツの果たす役割について

生涯 を 通 じて 、健 康 で明 る く豊 か な 生活 を 送 るた め には 、適度 な 運 動 を適 切 に行 う ことが 重 要 です.

労働 時 間 の 短縮 や 学校 週5日 制の 実 施 に俸 い 、増 加 した余 暇 を 利用 した レ ク リエ ー シ ョ ンや スポ ー

ツ は,生 活 習慣 病 の予 防や ス トレ スの 発 散等 、 心 身の 健 康の 保 持 壇進 に有 効な 手 段 と な り ます,そ し

て 、 ち ょっ と した時 間 で行 うこ とが で き る簡 単 で 手軽 な 運動 は 、 体 の鯛 子 を整 え た り,心 をほ ぐ した

りして 、 生 活 に活 力を 与え て くれ ます.ま た 、 ス ポー ッ は 、 自分 の地 域 だ けで は な く 、国 際 交流 に ま

で コ ミュ ニ ケー シ ョ ンの輪 を 広 げ,連 帯感 や 瓢 し い発 見 を もた ら して くれ る もの で あ り 、生 き が いや

達成 感 な ど 自己 実 現 に もつ なが る大 変 重要 な役 割 を 果 た して くれ ま す.

運 動 に 関 す る正 確 な知 識 を も ち.楽 しみ な が ら安 全 に かつ 効 果 的 に運 勤 を実 践 で き る よ うにな る こ

と は,明 る く豊 か な スポ ー ッ ライ フ の実 現 に欠 か せ な い もの とな っ て い ます.

2運 動 をす る ときは

スポ ー ツ や レ ク リエー シ ョン を行 うと きに は.自 己 の 能 力 ・体 調 を把 握 し.急 に 、激 しい 運動 な ど

を 絶対 に 行 わな いよ う にす る こ とが 大 切で す.計 画 的 に.弱 い 負 荷 の運 動 か ら時 間(期 聞)を か け て

徐 々 に負 荷 を強 く して い き ます 。

集団 で 行 う場 合 は 、仲 間 を尊 重 し.協 力 しな が ら、お 互 い の安 全 に十 分 留 意 して 行 い ま し ょう.

3ト レーニ ング とは

人 は、 そ れぞ れ に違 いが あ る よ う、 健康 状 態 や 身体 能 力 ・運 動 能 力 には,個 人 差 が あ り ます。 個 人

の 目 的や そ の 時 の状 況や 状 態 に あ った 方法 ・適 切な 負 荷 で行 う こと が大 切 です.そ の 中で 筋 力 ・持 久

力 ・調 整 力 を維 持 し高め て行 く こ とを考 え ま し ょう.

(1)ト レー ニ ン グの 原 則

「

ト レ ー ニ ン グ の 原 則
L 〕。す。て。。たす。とが大切

L .」 1-一一L

醐購 ・i
陶■"..
全 面 性

の 原 貝u
個 別」性

の 原 貝り..
漸 進'「生

の 原 貝u
反 復'1生
の 原 貝U

黒鰍 ・喋 :
か らだ全体をバ
ランス良 く

個人の特性 ・能;

カを考慮:
.軽い運動か ら徐

…々 に

規則的な反復の
継続

.一一岬"貞 聯 一▼一騨_

(2)効 果 的 な トレー ニ ング の 方法

i②饗叢轟 臨轟 瀦燦 弊鵠を享野
1・ 運動 強 度 が 弱 けれ ば運 動 時 間(回 数》 を 長 くす る 。

1・ 運 動 頻 度 は 、1週 聞に2日 か ら4日 が 望 ま し い.

縫鍵鎚廼璽姦燕瀬 羅鰹こ二二=i

← ・一'一'一・一'一'一'一'一一'層'一'一'ρ'一'一 一 一'厘'一'一'一 一 一 一・一'麗'一 層'一'一'一'」脚一'富'富一'一 一'a

l③ 全習 法 と分習 法 の 総み 合 わせi

l・ 全習 法=全 体 的 な動 き や 様 々な 技 能の 組 み 合わ せ を ま とめ て練 習 す る.1(全体 的な 動 きや 技 能 の 中か ら課 題 を 発 見で き る}ii

l・ 分習 法=個 々の 動 きや 技 能 を取 り出 して 練習 す る 。il(全習 法
で 発 見 した 謀題 の 動 きや 技 能 に焦 点 を あて 解 決す る)i

i灘難簸 麺廼垂舞霧蚕麺二1
1⑤ 他 者観 察 と自己 観 察l

l・ 自分 自身 が もつ 自 己の 運 動や 動 作 のイ メー ジ と,他 者 か ら観察 して も らっ た もの が あ って いl

lる か ど うか 。ず れ てい る と こ ろ を修正 して い く。1
1-一一'躍'擢'一'一・一'一'一一'謂 一 一 一 ・岬一'」・一 一'一 一 一'一 輝'」・'輝一 一'一'爾 締 ・卿'卿'一 卿・一 輝'一一'内

1⑥ イ メー ジ トレー ニ ン グi
l・ 自己 の 理想 とす る 動 作や 技 能 を イ メー ジで き る よ うに す る 。運 動 を 始 め る と きは 、 常 に い いiも へ
し イ メー ジ を も って行 う.噂

i・ ビデ オ な ど を活 用 し、 自 己 の成 功 例や 理 想 とす る 他 者の 動作 や 枝 能 を観 る。i
》 、一'一'醒'一'齢'一'躍'9'8'一'卿'嗣'σ'8'諏'一'819'8'醒'9'創'ρ!8'一!一'8'8'6'6'一'岬,8,9'一,醒'8,銅'一"

亀

、
亀

、
馳

、
馳

、

体育理論 シー トの例rソ フ トボールの技術 ・戦術 編j
(エ ンジェルシー ト)
1.技 術 練習の段階 ①初期 ・中期→② 初期 ・中期 ・後期一③ 中期 ・後期

1.投 げる
才一バースロー(高 い姿勢 で遠 くに)・ サ イ ドス ロー(近 くに素早 く)・ アンダースロー(近 くに低い姿勢)

スQ-(才 一バースロー中心 に)

①投げる。 ②正確に投げる。 ③ 捕球 後、素早 く投 げる。
・正 しいボールの握 り ・相手の胸を 目標に したキ ャッチボール ・2人1組
・近 くに ・1塁 手に各ポジシ ョンか ら送球 ・3人1組 三角形で
・正確 に ・4人 以上で塁間 ボール回 し
・遠投競争 ・ラ ンニ ン グ ス ロ ー
・速い球

☆投げる手と反対の足を踏み出し ☆ 目標を最後までよ く見て、投げる。 ☆無駄ない動 きで、一連 の流 れの中で
て肘を先 行させ なが ら。 投 げる。
(足腰の安定) (足腰の安定) グロープの引 きつ け
(肩 ・握 力の強化) (フ オームの安定) 小 さなモー ション

(足腰の安定)

ビッチィング(両 足 を投手板 に乗せ、i歩 踏み出 して下手投 げで投 げる。〉

①一定距離を投げる・まずは短い距離 O雪鍋 聾 磐げる・ ③速 いボール を正確に投 げる。速球
・変化球

・男子12m届 く ・ス トラ イクゾー ンを理解 して ・打者 と対 戦
・女子10m届 く? ・バ ッターな しで三振 とれるかな? ・試 合

☆ ス リングショッ ト・ウイン ドミ ☆ 目標を しっか りと見て、投 げる。 ☆ス トライクゾー ンをい っぱいに使っ
ルで、投 げてみ る。 て投げ る。
大 きな弧 を描 く。 ボ ールに緩急 をつける。

旨
足腰の安定)
腕の振 り)

(足腰 の安定)
(フ 寸一ムの安定)

(足腰の安定)(
フオームの安定)

(肩の可動域拡大) (腕 の振 り) (肩 ・腕 ・握力 の強化)
(重心の移動) (肩の可動域拡大) (肩 の可動域拡大 ・腕 を速 く回旋)

2,捕 る(捕 球)

下半 身を安定 させて、体の正面 でグローブを引いて、ボールの勢いを殺 して正確 に捕球す る。

①短い距離 ②長い距離 ③バ ウン ドボ ール
・送球 キャッチ ・遠投 キャ ッチボール ・バ ウン ドでの キャッチボール

弱 いノック ・正面 に来るノ ック ・強い ノック(様 々な)
・ワ ンバ ン ド ・ゴ ロ ・ゴ ロ ・フ ラ イ ・バ ン ト処理 ・本塁 を死 守

☆早め にグローブ を出す。 ☆早め にグローブを構 える。 ☆腰 を落 とす。
良 くポー ルを見る。 ポールとグローブを 目線 に合わせ る 早め にグローブを用意する。

捕球時 にグローブを引 く。 ボー ルの正面 に入る。
落下点 の予 測。 グローブ を前 に構 える。

(足腰の安定)

3.打 つ

右利 きは、ホームベースの左側 に、左足 を前 に肩幅 よ りやや広 く開いて膝 を軽 く曲げ て立 ち、右 手 を上に して両
手で しっか りとバ ッ トを握 り、右足の真上 当た りにバ ットを構 える。腰の回転で スイングす る。

バ ン ト(バ ッ トの握 りを大 きく空けて、膝 と肘 を大 き く曲げて構 える。〉

①緩いボールに当てる ②速いボ ール に当 てる ③狙 った ところに転 がす ・飛 ばす。
・近 い やや速い ・緩いボー ルに当て る(近 い ・遠い)
・遠 い ピッチ ングに ・速いボールに当て る

・ピ ッチ ン グに

☆バ ッ トに 目線を近づけて、軽 く ☆バ ッ トをしっか り握 り、ボールをよく ☆バ ッ トに 目線 を近づ けて、軽 くバ ッ
バ ッ トを出 して当てる。 見て当て る。 ト出 して 、 ミー トす る 。

基本的 に転がす。 腰 を落 として、 ボールをよ く見る。
(足腰の安定) (足腰の安定)
(握力の強化) (肩を含めた腕全体の強化)

バ ッテ ィング(ハ ーフバ ッテ ィングか らフルスイングへ)

を蟹 轟 矯 茎醗 蝦 銘 鉄 〕、璽霧 辱 を移しながら脇を絞り・腰の回転でスイングをする・稽

①当てる1 ②当てる2 ③狙ったところに打っ
・バ ッ トを正 しく握る ・緩いポール を打つ ・テ ィ・一を 使 っ て
・テ ィー を 使 っ て ・速いポー ルを打つ ・自分で トス して
・自分で トス して ・ピ ッチ ン グ に ・トス して も らっ て
・トス して もらって ・コースの打 ち分け ・ボールを打つ(近 い ・遠 い)

☆ボールをよ く見て しっか り握っ ☆最後 までボールをよく見てしっかり握っ ☆最後 までボール をよく見て しっか り
て(グ リップ) て脇 をしめて 握って脇を しめて
正確に ミー トする (足腰の安定) (足 腰の安定 ・肩 を含めた腕の強化)

4.走 塁

打った後、右方向1塁 側に走る。単打の時は1塁 ベー スを駆け抜ける。2塁 打以上は弧を描 きなが ら走 る。2・
3塁 で止 まりたいときや、 タッチを避けたい ときは スライデ ィングが効果的

①走る ②止まる ・戻る ③進塁 ・盗塁
・1塁 まで(最 短距離) ベースで止 まる スラ イデ ィング
・2塁 で止まる ・塁閻で引 き返す ・ベースラ ンニ ング(ホ ーム まで)
・1周 する ・(ス ラ イデ ィング)

☆(ダ ッシュカ向上〉 ☆(ス ター ト・ス トップ強化) ☆スラ イデ ィングは砂場で練習。
(足腰の強化) (ダ ッ シュ ・ター ン強 化) 手のつき方は指先が前向き。

(フ#一 ム ・足腰の強化) (足腰の強化 ・重心の低い走姿勢)

」
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5実 証 授 業 の 結 果 と考 察

仮 説 を実 証 す る た め 、生 徒 へ の意 識 調 査 を実 施 した 。 そ の調 査 結 果 と考 察 は 、以 下 の とお り

で あ る。(回 答 数 は有 効 回答 数 の み)

調 査 対 象 校:都 立 高 等 学 校2校276名

(1)課 題 発 見 ・課 題 把 握 や課 題 解 決 につ いて

① 自分(た ち)の 課題 を見付け ②課題解決のための練習計画を自 ③自分(た ち)で課題を解決するす

ることができたか。 分(た ち)で立てることができた ることがで きたか。

7.6

グル ー プや 自己 の 課 題 につ い て は 、92.4%の 生 徒 が学 習 課 題 を主 体 的 に発 見 し、64.5%

の生 徒 が 課 題 解 決 の ため の練 習 計 画 を立 て る こ とが で きた と回答 して い る 。

また 、47.1%の 生 徒 が 課 題 を解 決 す る こ とが で きた と回答 して い る。

これ らの 回 答 か ら、 生徒 が課 題 を明確 化 で きる よ うに 、体 育 理 論 シ ー トの活 用 を 意 図 的

に促 した こ と よ り、 生徒 は 、 グ ル ー プや 自己 の 課 題 を見付 け 、課 題 を解 決 す る た め の 練 習

計 画 を立 案 ・修 正 で きた と考 え る 。 しか し、 課 題 を解 決 で きた と回答 して い る生 徒 が50%

に満 た な か っ た こ とか ら、課 題 解 決 を実 感 で きる よ うな学 習 ノー トへ の 助 言 や 評 価 な ど の

具 体 的 な支 援 を よ り一層 の工 夫 す る必 要 が あ る と考 え る 。

(2)授 業 の取 組 につ い て

①楽 しく取 り組めましたか ②自主的 ・主体的に取 り組めましたか

いいえ いいえ

6.618 .8%

授 業 へ の 取 組 につ い て は、93.4%の 生 徒 が 、 楽 し く取 り組 み 、81.2%の 生 徒 が 自主 的 ・

主 体 的 に授 業 に取 り組 め た と回 答 して い る 。

この 回 答 か らは 、事 前 の 意 識 調 査 や そ れ に応 じた種 目を用 意 した こ と に よ り、 生 徒 が 自

らの 意 志 で 種 目選 択 が で き、 学 習 ノー ト等 の工 夫 に よ り、 自分(た ち)で 練 習 計 画 を決 め た

とい う実 感 が もて た ため 、 学 習 意 欲 が 高 ま り、授 業 へ 取 り組 む姿 勢 を 自主 的 ・主 体 的 な も

の に す る こ とが で き た と考 え る。

(3>体 育 理 論 につ い て

①今回の学習で、体育理論を意識 して取 り組めたか ②今回の学習で体育理論を学べたか

一--一



体 育 理 論 につ い て は 、30.2%の 生 徒 が 体 育 理論 を意識 して学 習 へ 取 り組 み 、33.8%の 生

徒 が 運 動 実 践 を通 じて体 育 理 論 を学 ぶ こ とが で きた と回 答 して い る 。

この 回 答 か ら、 体 育 理論 の学 習 内容 と運 動 領域 の学 習 との 関 連 を図 るた め に、 体 育 理 論

に 基 づ く活 動 の 視 点 を記 入 で きる学 習 ノー トの工 夫 や助 言 、体 育 理 論 シー トに よ る情 報 提

供 な どの支 援 を した が 、生 徒 は 、運 動 領 域 の 学習 を通 じて 、体 育 理 論 を学 ぶ こ とが 実 感 し

づ らか っ た と考 え る。

今 後 、 教 師 の か か わ り方 な どにつ い て 、 よ り一 層 の工 夫 が 必 要 と考 え る。

①今回の学習の形式が他の種 目でも必要と思 うか ②今回の学習の経験は、今後の自分(た ち)で

スポーッを行うときに役立ちますか

い いx

17.2
い し

8

(4)今 後 の スポ ー ツ 活 動 につ い て

今 後 の ス ポ ー ツ 活 動 に つ い て は 、82.2%生 徒 が 今 回 の学 習 活動 が 、他 の 種 目で も必 要 だ

と回 答 し、91.3%の 生 徒 が 今 後 自分 で ス ポ ー ッ を行 う と きに 役 に立 つ と回答 して い る 。

これ らの 回 答 か ら、生 徒 の 主体 的 な学 習 活動 を促 し、教 材 の 工 夫 な どの 支援 を した こ と

に よ り、 主 体 的 に グル ー プ や個 人 の課 題 を見付 け 、課 題 解 決 を図 る よ う な練 習 や ゲ ー ム の

方 法 な ど を工 夫 す る こ とが で き、生 涯 を通 じた豊 か なスポ ー ツラ イフを過 ごす ため の資 質 ・

能 力 を育 て る こ と につ な げ る こ とが で きる と考 え る 。

また 、(3)の 問 い で は 、体 育 理 論 を学 ん だ と回 答 した生 徒 は約3割 で あ った が 、 今 回 の 学

習 の経 験 が今 後 自分 で ス ポ ー ツ を行 う と き に役立 つ と回答 して い る生 徒 が 約9割 い る こ と

か ら、体 育 理 論 の学 習 内容 と運 動 領 域 の 学 習 との関 連 を図 る こ とが で き、 豊 か な ス ポ ー ツ

ラ イ フの基 礎 づ く りに結 びつ け る こ とが で きた と考 え る。

6研 究の成果 と今 後の課題

生徒 の 「学 び方 を学 ぶ」力 を導 き出す ため に、選択制授業 にお ける運動の実践 を通 じて体育

理論 の重要性 に気付 かせ、主体 的に課題解決で きるような支援の在 り方や工夫 につい て研 究 し

た結 果、次の ような ことを明 らかにす ることがで きた。

(1)研 究の成果

① 「体育理論 を学 ぶ と した ら実技 の中で学 びたい」 との要望 に対応す ることがで きた。

練 習の方法 や活動計画を作成す る際、学習 ノー トに体育理論 との関連 を記入す る よ う

な支援 を行った ところ、運動 領域の学習 を通 して、生徒が体育理論 を意識 し、学ぶ こ と

がで きた と回答 した生徒 は約3割 であ った。 しか し、グループや個人の課題 を見付 け、

生 徒が課題解 決 を図 るための練習計画や ゲーム を工 夫 し学習 を進めてい くことが 、全体

の約9割 の生徒 か ら今 後のスポーッを行 うときに役立つ との 回答 を得 ることがで きた こ

とに結 びついてい ると考 える。
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② 「思 うように学習計画が立て られない」 とい う課題 を解決す るこ とがで きた。

学 習活動の計画 を立案するに当た り、学習 ノー トへ の助言 、グループや 自己の課 題 を

明確 にす るスキルテス ト等 の例示 、各 グループの課題解決 の方法 な どにつ いての情 報交

換 な どを行 うような支援 を行 った ところ、約8割 の生徒が 自主的 ・主体的に計画 を立て、

意欲 的に楽 しく授業 に取 り組 むこ とがで きた と回答 してい る。

この回答か ら、選択制授業 において 、教師から教 えられるのではな く、生徒 自らグルー

プや 自己の課題 を解決す る学習活動の計画 を作成 し、実践で きるようにな り、主体 的 な

学習活動 に結 びつ いている と考 える。

③ 体育理論 の学習 の成果 を得 ることがで きた。

選択制授業 にお いて 、体育理論 を参考に しなが ら課題解 決 を図る学習活動 を通 じて、

約9割 の生徒が今後ス ポーッを行 う際に役立つ と回答 してい る。

この回答 か ら、スポ ーッの意義や運動技能の高め方 などについて、学 習活動 を通 じて

理解 してい るこ とに結 びついている と考える。

④ 学び方 を学 ばせ ることがで きた。

生徒 は、学習 ノー トや体育理論 シー トを活用 して、 グループや 自己の課題 を発見 し、

課題 解決 を図 るため、主体的に学習活動の計画や修正 を行 うことがで きる ようにな り、

その過 程 を通 じて、「学 び方 を学ぶ」 ことに結 びついてい ると考 える。

以上 のこ とか ら、体育 理論 の学習 内容 と運動領域 の学習 との 関連 を図 り、 グループや 自己

の課題 を見付 け、生徒 自らが課題解決 に向 けた練 習やゲームがで きるように支援 したこ とに

よ り、生涯 を通 じて豊 かなスポーツライフを過 ごす ことので きる資質や能力 を身に付 ける た

めの学 び方 を学 ばせ る ことに結 びつ けるこ とがで きた と考 えて いる。

(2>今 後の課題

① 教材の工夫 につ いて

生徒が 、学習の見通 しを もつ ことがで き、学習 の記録 を積み重 ねる ことによ り、課 題

解決の方法 を考 えることがで きる ような学習 ノー トをよ り一層工 夫す る こと。

② 体育理論の学習内容 と運動領域 の学習 との関連 を図った課題解決 を図る学習 の継続 につ

いて

他の運動種 目で実施する ことやそれに対応 した体育理論 シー トを開発す るこ と及 び3

年 間を見通 した学 習指導計画 を工夫 ・開発す ること。

③選択制授業全般 における評価 につ いて

活動計画 の立案 ・実践 ・評価(P-D-S)に 役立つ評価項 目や評価の観 点 を作成 す

るこ と及びP-Smの 学習サ イクルの大切 さに気付かせ る教師の指導 ・助言 ・援 助 の

在 り方 を工夫す るこ と。
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◇◆ 保 健 ◆◇ 〈副題 実践力を身に付け るための課題学習〉

1保 健 にお ける課題学習 な どに関 する実態調査

課題 学習の研 究 を進 めるため、課題学習や体験 的な学習 などの実施状況 につ いて 、その実態

を把握 するため に、現 行の学習指導要領 に基づ き、保健学習 における実態調査 を行 った。

(1)

(2)

(3)

(4)

調 査 期 間

調 査 対 象

調 査 内容

調 査 結 果

Q1生 徒自身が課題を選択 し、課題

を解決する学習 を行った ことがあ

りますか。(回 答数173)

な い(82名)

47.4%

平成12年6月

都立 高等学校保健体育科教諭173名(50校)

保健 にお ける課題学習や体験 的な学習 に関する実施状況 につ いて

ある(91名)

グラ フi

Q2課 題 を 解 決 す る 学 習 は 、 ど の 単

元 や 内 容 で 実 施 し て い ま す か 。

(記 述 ・複 数 回 答 回 答 数105)

第1章 現代社会と健康……

第2章 環境と健康…………

第3章 生涯を通じる健康…

第4章 集団の健康・・………・

保健関係全般

教科書全部

自由に選択

喫煙 ・飲酒

その他

勾 ・州lIl
一 ボ・ 隔 概'・ 「143人

b、 人lII
,

;5人1
・1・ ・人1・

1
「 「惇陛 〃

・1

、巳11人

監

1 1

冒

==コ5人
「

=面3人
一

量8人 11

グラフ2

な い(32

19.5%

Q3保 健学習において体験的な学習を

行ったことがありますか。(回答数164)

o.sx

フ3

Q4体 験的な学習 を行った学習内容

(記述 ・複数回答 ・回答数155)

応 急 手 当 ・心 肺 蘇 生 法 ・・

飲酒と健康

その他

F憂`一 「一}、晦 。撫 凱 灘 副
一

30J.蹴1

_」 …

漕 癬 滅1

一

園11人

グラ フ4

Q5体 験的な学習の具体例(記 述 ・複数回答 回答数122)

ダ ミー を使用 した心肺蘇生法………

アル コールパ ッチテス ト

三角巾 ・包帯法

ロール プレイ ング

止血法

心臓マ ッサー ジにハ ン ドボール使用

会社訪問

その他

・2人

・2人

2人

2人

グラフ5

Q6課 題学習の各段階における学習活動の工夫(自 由記述式()内 は回答108>(表1)

課題発見 ・課題把握(21) 課題解決(63) 発 表 ・まとめ(24>

生徒が課題作成(7) グル ー プ調 査(40> レポ ー ト作 成(19)

テ ー マ を 自由 に 選択(5) 調査研究 ・文献研究(14) ロー ル プ レイ ン グ(2)

新 聞 ニ ュ ー ス な どを資 料 にテ ーマ決定(3) 図書 館 ・リサ イ クル セ ン ター等 で調 査(3) ビデ オ レポ ー ト 〈1)

関心のある問題(1) 取 材 調 査 ・イ ン ター ネ ッ ト利 用(2> デ ィベ ー ト(1)

将来の職業に近いもの(2) 仮 説 の 作 成(2)、 実 験 ・実 習(1) 発表(1)

身近な問題の中から選ぶ(2> 夏休みの宿題(1)

自 由 に 決 め る(1)1
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Q7課 題学習の各段階における支援の工夫(自 由記述式()内 は回答数68)(表2)

課題発見 ・課題把握(11) 課題解決(27) 発 表 ・ま とめ(30)

範囲の重なりを調整する(2) 助 言(事 前 ・中間 ・発 表)(10) 発 表 方 法 工 夫(14)・ ビデ オの 作 成(3)

テ ー マ の 工 夫(3) レポー ト資料収集(6) 自由発表 ・評価をさせる(3)

オ リエ ンテ ー シ ョンの 工夫(1) 図書館の利用(3) 質疑のできる用紙作成(1)

関心をもたせる(1) ア ンケ ー ト調 査 の 工 夫(2) ニ ュ ー ス の解 説 に な らな い よ う に 自分 の コ メ

身近な課題を見付ける(1) 関係機関を訪問 し調査(4) ン トを求 め る(1)

グ ル ー プ か ら個 人 に(1) 夏休みの宿題(1) 発表以外の生徒が評価 レポー ト(2)

グ ル ー ピ ン グの工 夫(1) イ ン ター ネ ッ トの 利 用(1) 3分 間 ス ピー チ(2)

例を挙げる(1) 新 聞 の作 成(2)・ 研 究 発 表(2)

(5)調 査 結 果 につ い て

保 健 学 習 にお い て 、課 題 を解 決 す る学 習 を実施 して い る教 師 は 、52.6%(91人)で あ っ

た 。 そ の うち 、 「環 境 と健 康」 の学 習 内容 が47.3%(43人)と 最 も多 か っ た。

こ の 回答 か ら、生 徒 自 ら課 題 を見 付 け 、 課 題 解 決 を図 る よ うな学 習 を工 夫 して い る 教 師

が 約 半 数 お り、 「環 境 と健 康 」 の 学 習 内容 が多 く扱 われ て い る こ とが 分 か る。

次 に 、体 験 的 な学 習 を取 り入 れ て い る教 師 は、80.5%(132人)と 多 く、 具 体 的 に は 、

「ダ ミー を使 用 した 心 肺 蘇 生 法 」 が51.5%(68人)と 多 い 。 その 他 に 、 「ア ル コ ー ル パ ッチ

テス ト」や 「応 急 手 当」 な どの学 習 が 行 われ て い る こ とが 分 か っ た。

課 題 学 習 の各 段 階 に お け る学 習 活 動 の 工 夫 を分類 す る と、課 題 学 習 を行 っ て い る教 師 の

うち 、課 題 解 決 時 の工 夫 が69.2%(63人)と 多 く、 そ の 内 容 は 、 「グ ル ー プ に よ る調 査 活

動 」 が63.5%(40人)と 最 も多 い 。

また 、課 題 解 決 型 学 習 を行 っ て い る教 師(91人)の 支 援 と して 回答 が あ っ た もの は 、 課

題 解 決 時 や 発 表時 へ の 支援 の工 夫が62.6%で あ り、助 言 や 発 表 方 法 へ の 支 援二が 多 く行 わ れ

て い る こ とが分 か っ た 。

2仮 説 の設定

体験的 な学習 を活用 した課題学習 は、保健学習 において、実践力 の育成 につなが ると考えた。

しか し、実態調査 か らも分 かる ように、「環境 と健康」の学習内容 が主 で 、他 の学 習 内容 で

は、あ まり実施 されていない ことが分 かった。 また、体験 的な学習 もダ ミーを使 った心 肺蘇 生

法や アルコールパ ッチ テス トな どの実習が ほ とん どであった。

この調査結果 を踏 まえ、「教師が教 える」 か ら 「生徒が 自ら学び考 える」 こ とを研 究 の視 点

として、生徒 が身近 な健康 問題 に気付 き、課題解決の過程で新 たな課題 を把握 し、学習 の深 ま

りや広が りに結 びつ くような課題学習 についての研究 を進 めるこ ととした。

その ために、課題 発見 ・課題把握 の段階で は、課題 を見付 ける きっか け として、体験 的 な活

動 を活用 し、学習へ の興 味 ・関心 や意欲 を高め、主体的に課題解決で きるよ うな支援 の在 り方

を工夫す る こととした。 また、課題解決 の段階で は、文献 やイ ンターネ ッ トを利用 した情 報 収

集 、実験 ・実習 、調査 訪問な どの体験 的な学習 を支援 する こととした。以上 のこ とか ら、保 健

にお ける課題学習 を通 じて 「実践力」 の育成 に図 るために、次 の ような仮説 を設定 した。

《仮 説》

保健学習 において、「日常生活の健康」 とい う単元 を作成 し、体験 的な学 習 を取 り入 れ た課

題学習 を行い、課題発 見 ・課題把握 、課題解決、発表 ・まとめの方 法 を支援 す る こ とに よ り、

生徒 は、身近 な健康問題 に気付 き、主体的に課題解決 の方法 を学び 、健 康 の保持増 進 に向 けた

実践力 を身に付 ける ことがで きる。
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3研 究 の視点

仮説 を実証 するに当た り、課題 を見付 けるための体験 的な活動 を学習過程 に位置付 け、生 徒

が主体 的に課題 を把握 し、課題解決す るこ とを目指 した課題学習 の在 り方 を研 究す ること と し

た。そ こで 、本研 究を(1)教材 の工夫 、(2)学習過程の工夫 、(3)学習方法の工 夫、(4)学習形態 の工

夫 、(5>教師の具 体的な支援 の工夫 とい う5つ の視点か ら検討 を進 め、課題学習 を具体化す る こ

ととした。

(1)教 材 の工 夫

① 生徒 が身近な健 康問題 に興味 ・関心 をもち、主体的 な課題学習 を進め ることがで きる

よ うにす るため、「日常生活 における健康」 とい う新 たな単元 を作成す る。

② 生徒 が 自らの学 習計画 を立案 した り、修正 した りで きるような学習 シー トを作成する。

③ 課題 を見付 けるための きっか けとなる体験的 な活動の教材 を工夫 ・開発 する。

(2)学 習過程の工夫

① 学習段 階 を 「課題発見 ・課 題把握」 「課題解決」 「発 表 ・まとめ」 と大 きく3つ 分け、

生徒 に学習の見通 しが もてる ようにす る。

② 生徒や グルー プの課題 解決の度合 いや学習進度にあわせ て、課題学習の各段階 に配 当

する時間 を弾力的 に扱 うようにする。

③ 課題学習の各段 階 において、生徒や グループの課題学習 の経過や他 のグループの活動

状 況 を把 握 した り、活動 内容 を理解 した りで きる ような機会 として 、中間報告会 を設定

する。 また、 グループ問での情報交換 によ り、課題 の整理 ・統合がで きるようにす る と

ともに、学習活動 の修正や新 たな課題 を見付 けるこ とがで きるようにす る。

(3)学 習 方法 の工 夫

① 生 徒 が 学 習 シ ー トの作 成 を通 じて 、学 習 計画 を立 案 した り、学 習 計 画 を修 正 した りす

る こ とに よ り、生 徒 の主 体 的 な学 習活 動 を 引 き出す 。

② 課 題 発 見 ・課 題 把 握 の段 階 に、 生徒 が 日常 生 活 の 中か ら健 康 問 題 な どの 課 題 を発 見 す

る た め の きっか け と して 、 体 験 的 な活 動 を取 り入 れ る。

体 験 的 な活 動 と して 、次 の4例 を用 意 す る 。

ア アルコールパ ッチテス ト イ 水質検査 ウ 運動と消費カロリー 工 介護 ・援助

③ 課 題 発 見 ・課 題 把 握 の 段 階 に 、生徒 一 人一 人 が 課 題 を見 付 け た こ と な ど を グル ー プ で

意 見 交 換 す る こ とに よ り、 課 題 の 共有 化 や新 た な課 題 を発 見 す る な ど、 自 らの 興 味 ・関

心 に応 じた課 題 を生 徒 自 らが 把 握 で きる よ うにす る。

④ 課 題 解 決 の 段 階 で は、 文 献 の研 究 や イ ンタ ー ネ ッ トを活 用 した情 報 収 集 、実験 ・実習 、

調 査 訪 問 な どの 体 験 的 な学 習 を積 極 的 に取 り入 れ る。

⑤ 発 表 ・ま とめ の 段 階 で は 、 グル ー プや 生 徒 相 互 が 、 そ れ ぞ れ の 課 題学 習 の成 果 等 を 発

表 し、 質疑 応 答 や 評 価 な ど を行 う こ とに よ り、新 た な課 題 を把 握 した り、解 決 不 十 分 な

課 題 を再 検 討 した りす る こ とが で きる よ う にす る。
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(4)学 習形態 の工夫

個 人や グル ープでの学 習形態 を弾力 的 ・流動的に扱い、学習過程 の各段階 で適切 な学習

活動 に取 り組 め るように した。

① 課題 を見付 ける きっかけ となる体験的 な活動は、「個人」、「グルー プ」で生徒が興味 ・

関心 のある ものにで きるだけ多 く取 り組み、主体的に課題発見 で きるよ うに配慮す る。

② 課題発 見 ・課題把握 の段 階では、当初の課題を意見交換で きるよ うなグループを構 成

で きるよ うにす る。

③ 課題解決 の段階 では、同 じような課題 をもった生徒が主体的 に課題解決で きるよ うな

グループを構成で きるよ うにす る。

④ 発表 ・ま とめの段階 では、限られた時間で課題解決の成果 を発表で きるようにす る た

め 、課題解決 のグループを1ク ラスで8グ ループにま とめ る。

(5)教 師の具体的 な支援の工夫

課題学習 を進めてい く過程で、生徒 の 自由な発想 、思考 ・判断、意志 決定 を最大限 に尊

重 し、生徒が 自主的 ・主体的 に学習に取 り組 むための支援 の在 り方 について検 討 した。

① 学 習 シー トを活用 した支援

グルー プや生徒 が 自ら課題 を見付 け、解決す るための学習計画や課題解 決の方法 な ど

を記載 す ることによ り、学習の見 通 しが もてるようにする。

また、各学習の段 階 における適切 な助言 に努め る。

② 体験 的な学 習へ の支援

日常生 活の中にある健康問題 に気付 き、主体的 に課題発 見で きる ような体験 的な活 動

を設定 し、学校生 活や社会生活 との関連 を図 りなが ら、生徒 の興味 ・関心 に応 じた課 題

を把握 で きる ように働 きかける。

③ グルー ピングへ の支援

体験 的な活動 を通 して課題発見 をす るための グルー ピングや共通の 問題意識 をもった

話 し合 い、課題把握 で きる ようなグルーピング、意欲 的に課題解決 に取 り組 む ことが で

きるグルー ピングな ど、生徒の主体的 な課題学習に結 びつ くよう弾力的 にグループ を編

成す る。

④ 調査研究活動への支援

生徒が設定 した課題 に対 し、情報の集め方 ・調べ方、見学 ・実験 に必要 な施設 、器 具

を把 握 し、それ らに関す る情報の提 供 に努 める。また、書籍 ・資料 などが 自由 に活用 で

きる図書室や話 し合い を しやすい会議室が利用で きるようにする。調 査で訪問す る病 院

等 との打 ち合わせは、事前 に十分行 う。

⑤ 発 表 ・評価

グループの発表が生徒一 人一 人の新 たな 「学びの場」 となる ように、発表形式 を工 夫

した り、発表 に必 要な機材(OHP、VTR等)の 活用 を促 した りす る。 また、 生徒 が 相

互評価 し合 い、解 決不十分 な課題や新 たな発展的課題が見付 け られるよ う評価 の観 点 な

どを工夫す る。
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4課 題学習にお ける単元計画

(1>単 元設定のね らい

「個人及 び社会生活 における健康 ・安全 について理 解 を深 める ように し、生涯 を通 じて

自らの健康 を適切 に管理 し、改善 してい くための資質や能力 を育 てる」 とい う保 健の 目標

達成 を課題学習 を通 じて 目指すために 「日常生活 におけ る健康」 の単元 を設定す る。

(2)単 元の 目標

課題学習 によ り、生徒が身近 な健康 問題 に気付 き、主体的に課題 解決する過程 を通 じて、

健康の保持増進のための実践力 を養 う。

(3)単 元 にお ける課題学習の指導計画

ア 配 当時間10時 間

イ 配慮事項

○課題発見 ・課題把握 、課題解決、発 表 ・まとめの学習過程で単 元 を構 成す る。

○ 自 ら課題 を発 見 し、課題 を解決する ことに より、健康的 な生活 を営む実践力 を育て る。

学習段階 課 題 学 習 内 容 教師の支援

1

2

・

3

4

・

5

・

6

・

7

・

8

9

10

課

題

発 ・ 体

見 課 験

題 的

把 な

握 活

動

課

題 体

解 験

決 的

な

学

習

ま

と ・発

め 表

・オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ○課題学 習の仕方 やね らい を

理解する。

◎課題学 習 の理解

を促す。

・課 題発 見のた めの体験

的な活動

・課 題解 決のため話 し合

い活動 と方 法等 の立案

○体験的な活動 に より、 課題

を発見する。

○発見 した課題 を 日常生 活 の

健康問題 と関連 させ 、 主体

的 に課題 を把握 する。

◎ 身近 な健 康 問題

に気付 くよ うな

体験 的 な活 動 を

用意 し、課 題 の

明確化 を促 す。

・課 題解決 の ための体験

的な学習1

・中間報告会

・課題解決の ための体 験

的な学習II

○調査研究 ・情 報収 集 な どの

体験的 な学習 によ り、主体

的 な課題解決 を行 う。

○課題把握 を深めるとともに、

新 たな課題 を把握する。

○新 たな課題解決 を行 う。

◎多様 な課題 解 決

の方法 を促 す。

◎他 のグ ルー プの

課題 に も関心 を

もたせ 、課 題 の

広が りを促す。

・発 表 ・ ま と め ○課題解決の方法や 内容が 理

解 で きるよ うな発表 を工 夫

し、成果の共有化 と新 た な

課 題 を見 いだす。

◎発表や課 題解 決

の評価 の観点 を

明確 に示す。
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5実 証 授 業 の指 導 事例

(1)時 間 ・過 程:10時 間 中2時 間 目(2学 期)課 題 発 見 ・課 題 把 握 す る段 階

(2)対 象:2学 年

(3)学 習 内 容:3～4人 の グ ル ー プで 体験 的 な活 動 を行 い課 題 を見 付 け る。

(4)本 時 の 目標:体 験 的 な活 動 に よっ て 、生 徒 が 身 近 な健 康 問題 に気 付 き、課 題 を発 見 し、

課 題 学 習 に対 す る興 味 ・関心 を高 め る。

(5)授 業 展 開

段階

は

じ

め

な

か

ま

と

め

時間

10

分

30

分

10

分

学習内容 ・活動

○水質検査を行 う場合は、水をペ ッ

トボ トルに用意 しておく。

○体育着に着替えてあらかじめ決め

てある班 ごとに集合する。

○体験的な活動 を班員と協力 しなが

ら行う。

○器具や試薬の取扱方法 ・安全に十

分に注意 して活動する。

○時間配分を考え、計画的に多くの

種類の体験的な活動に取 り組む。

教師の支援

◎体験的な活動で使用する器具

や掲示物を体育館に設置する。

◎本時の目標を理解できるよう

にする。

◎体験的な活動をきっかけに、

課題を見付けることができる

ようにする。

◎器具の取扱方法について安全

に配慮する。

◎消極的な生徒や体験的な活動

の方法が分からない生徒が自

ら課題を見付けられるような

助言をする。

◎安全面の配慮をする。

◎自主性を尊重し、班員と協力

ができるようにする。

ズ・・… 課題発見 のための体験的な活動

評 価

課題学習の流れや体験

的な活動の方法などを

つかむことができたか。

① ア ル コ ー ル →

パ ッチテ ス ト

② 水 質 検 査 →

③ 運 動 と カ ロ リー →

・取 り組み方に積極性や

意欲があるか。

・健康問題に関して興味

や関心をもち、課題を

設定できたか。

・班員と協力できたか。

④介護 ・援助

アルコールをしみこませた絆創膏を肘の内側に貼って反応をみる。

検 査 試 薬 に よっ て 、硬 度 ・残 留塩 素 ・化 学 的 酸 素 消 費 量 を測 る。

体 脂 肪 計 で 自分 の体 脂 肪 を測 り、運 動 カ ロ リー を消 費 す るた め に

エ ル ゴ メー ター を使 用す る 。

→ 車 椅 子 ・ア イマ ス ク ・妊 婦 ジ ャ ケ ッ トで 体 育 館 に設 置 した コ ー ス

を歩 いて み る。

○ワークシー ト(本 時の活動内容 ・

体験的な活動の感想・課題把握)

を記入 し、課題を確認するととも

に、次時の活動計画に結びつける。

○器具等のかたづけをする。

◎ ワ ー ク シー トの 記 入 を促 す 。

◎本時のまとめができるように

する。

・課 題 を発 見 し、 自 らの

課 題 と して 把握 す る こ

とが で きた か 。

・次 時 の 活 動 計 画 の 見 通

しが もて た か 。
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(6)学 習 シ ー ト

生 徒 が 課 題 学 習 を進 め る に当 た り、学 習 の見 通 しを もっ て 主体 的 な課 題 学 習 に取 り組 め

る よ うにす る ため 、学 習 シ ー トを作 成す る 。

ア 学 習 シ ー ト

学 習 シ ー トは 、「課 題発 見 ・課 題 把 握 」 「課 題 解 決 」 「発 表 ・ま とめ 」 の各 段 階 に お け

る学 習 計 画や 経 過 な ど を記 入 し、学 習活 動 全 体 を企 画 した り、課 題 解 決 の過 程 を把 握 で

きる よ う にす る。

学 習 シ ー ト(ワ ー クシー ト1)組 氏 名

r属鳶 轡 撫灘 ㌫ 黄τ齢 灘 愚総稀 覇 τ7、
1自 ら鰍 する過程を通して学び方を学び、健康の保持雛 や鯨 的な意志決定及びl

l行 動選択などの実践力を身に付ける.1
㌧窟,_個..劇_.一._加r.1/一._._._._.__,._._.」7._._.置._._.」7.π._.'

1課 題 発 見 ・課 題 把 握 の 段 階

2課 題解決の段階

臨
陛 』/

ズ
臨
瞠」/

護
轡

_〈 課題解決の方法や学習の見通 し〉☆

☆日程(タ イムテーブル)

も

☆課題解決の具体的な方法 ☆支援 して欲 しい こと

ノ

〈中間報告で得たことや新たな課題〉

3発 表 ・まとめ

く伝えたいこと〉
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イ ワー ク シ ー ト

ワ ー ク シ ー トは 、各 授 業 ご との 学 習 活動 を記 入 し、

(以 下 、 あ る生 徒(Fさ ん)の 記 入例 を示 す)

〈課題発見 ・課題把握① の段 階 〉

フ ァ イ リ ン グで きる よ う に した 。

「日 常 生 活 に お け る 健 康 」 〈課 題 発 見の段 階 〉

日時;月a〔)場 所:

☆ 体 験的 な 活動 を通 して 、 自分 の 課題 を 見付 け よ う!

〈体験的な法動の内容〉

044賀 検 ・査 → 琳 の お い し さ.汚 染 反 、 残 留

塩 素 漂 反 に つ い マ 釦 る.

Oア ルコールパッチテスト → 臼 分・izお 酒 を ♂飲 め る か

ど う つLを 鼻7る.

0体 月5肪r計 → 体 の ヰ の 体 脂 肪.率 を 知 る.

〈体 験的 な活 動 で得 た感 想 〉

・冷 オ4畿 の オ4が 汚 か っ た の.ぱ タ し 残 念 だ っ た
.

・ 求 久ｺ
,g赤 の 水 遭 水 ぽ 、 ヅ し き れ い だ っ た け れ

ゼ 、 善f丈 使 っ マ い る オ4遺4引 ご あ ま り お い し く

㌢ く.き れ い 」fな い こrが 分 か り た.

・`*・月旨躍方it多 、、カLもPr思 り7マ 、、デ:ら
,づ し クトr善

通L-rよ か っ た.

・ ア ル コ ー ル が 飲 の る 体 質 マ'よ か り た
.

〈輿味ある調べてみたい自分の課題 〉

・人 気 汚 染 や醸,軽 雨 ㌢r・ に つ い マ

・今・回 の 率 質 倹 査r ,い ろ い ろ..無 系 が 得 ら れ

た の マ㌦ 弛 の{ま でジま な 水Y検 査 【た い.

()組()番 氏名( )

〈課題発見 ・課題把握② の段階 〉

「日 常 生 活 に お け る 健 康J〈 課題 把握 の段階 〉

日時;月 日 〔)場 所=

☆ 自分 の課題 をグルー プで話 し合い 、テーマ を見 出そ う!

<グ ループで出し合った個人の課題>

Aさ ん:エ ル ゴ メ_タ_体 験 ダ ィ ェ ッ ト

Bさ ん:食 ゆ 蒸.覇 食 の 冶 要 性

Cさ ん:高 鈴 杜 合 で の 介護 ・ボ ラ ン テ ィア

Dさ ん:青 ダ 年 の飲 酒 や 薬 物 糺 爾

Eさ ん:食 事r健 康

Fさ ん:い ろ い ろ な 水 の 水 賀 検 杢

〈グルーブマP乱虫 した煤題〉

・精 榊 の 健 康(心 多里)1司 題

→ 三 に 多 重 人#trr.つ い て

(ピ う1マ ぞ うf}'っ マ し ま っ た の か 》

モ の 他 の'G種 状 態 の 調 ベ ラケ

〈 課 題 解 決 す る た め の 方 法 〉

例;翻 査 ・実験.ア ンケー ト、 文献、イ ンタrs-・ イン ターネ ッ ト等

・ダ為'北{イ ン タ ビs-} ,丈 斌 研 究.

イ ン タ ー ネ ッ トr,よ る 寸青孝民収.4良

()組()番 氏 名( )

〈課題解決 の段階 〉 〈 発 表 ・ま とめ の段 階 〉

「日 常 生 活 に お け る 健 康 」 〈課 題 解決 の段 階 〉

日時;月 日{)場 所;

☆ グルー プ で課 題 を解 決 しよ う!

〈課 題 解決 の 方 法 〉

・どのような方法が一番適しているだろ うか。具体的に

○ 事 例{一 人Kつ い マ.深 く 凋 べ る か,蔵 数 に

つ い マ)を 調 べ マ ,ヤ の 遇L程 に つ い マ 調 一ξる.

○ 楕 神 の 健 康(心 覆)に1幻 す る 脇 の 働 きrぱ 何

つ・Y`月 べ る.○ イ ン タ ー ネ ッ トY'壽1覇 す る.

O'熔4£ カ ウ ン セ ラ ー(病'£)`:鮮 し い こrYl勾 く 。

〈課 題解 決 の 計画 表 〉

日程表を作ろう

でO/6

1

10!27

1
11/17

イ ン タ ー ネ ッ ト(多 重 人.オさ に つ い マ 》

で 調 べ た こrYブ リ ン ト ア ウ ト し.

ま セ め る,

文 状Yよ く続 み,要 点}・ まrφ る 。

tれ デ れ の 翻 疋 た こr}・ 広1全 い ま

r」)る.こ の 伺1:.プ リ ン ト,.tゼY

作 威 し 、 説 明 丈}・ 完 威 す る.

禿 永

〈 当 日の役 割 分 担 〉

イ ン タ ー ネ ッ ト→Aぜ ん

丈 献 研 究:!Uy3→Bき ん 、 威 り立 ら→Dざ ん.

事 例 →Cさ ん.厄4重 状 態 の 例(!4)→Eさ ん

()組()番 氏名( )

「日 常 生 活 に お け る 健 康 」 〈発表 ・ま とめの段階 〉

日時;月 日()場 所:

☆課題解 決の内 容 を発表 しよ う!

発表 の仕方 を工夫 して、分 か りやす い発 表に心 がけ る。

〈発 表の 計画 〉

・ね らい:多 重 人 接 が ケ ぜ 匙 こ る の かrい う こ

rY仏 え る.

・発 永 彫 式=プ リ ン ト に 団Yの ぜ マ、託 明 す る.
→ 脳 の つtり ,ぐ ト子 分 離 の 面.症

状 の 森 な ゼ

・'n`ii=① 多重 人絡 の 事桝Y一 つ 説 明(プ リ ン ト}† る.

↓ そ れ か ら.な,ぜ 進 こ る の かY説 明 † る,

② 脳 の の 押 の 説 明rt.ピ こ ア.ピ の よ うか

考 えYlマ い る のかYit+Aす る.

↓(団)ぞ の考 え オ齢Yサ・1用 【マ つ 「レ`fる.

③ 多重 人 幡 の 原 因 に つ い マ」比明 す る.(面X2〕

↓ ぞ の症 状Y利 副1マ つ.;。 ザる.

④ 多重 人 楼 詮 断 の 基 華 に つ い マ(団}

↓ 衿 衡 熱 薬 の ヤ や こ しiY利 雨 す る.

⑤ 多重 人 揺 の 誤 診 に つ い マ

↓ ① 、 ⑤ よ り

⑥ まrの

()組(〕 番 氏名( )

以上の よ うに、それぞれの学習段階で、生徒 が 自らの活動 を振 り返る ことがで き、課 題へ

の深 ま りや次時 の課題が 明確 になって くる。意欲的な課題学習へ結びつけ るため に、教 師の

適切 な支援が重要であ る。
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6実 証 授 業 の 結 果 と考 察

(1)事 後 調 査

仮 説 の検 証 を行 う際 に、実 証 授 業 を実 施 した生 徒 に ア ンケ ー トに よる意識 調査 を行 った。

(2)調 査 対 象

都 立 高等 学校2年 生73名(回 収 率:100%)

(3)調 査 結 果

① 課 題 発 見 に つ い て

課 題 発 見 の きっ か け と して行 っ た体 験 的 な活 動 後 に 、課 題 をす ぐに見付 け る こ とが で

きた 生 徒 が699%お り、課 題 を見 付 け られ なか った 生徒 は 、30.1%で あ った 。

課題 をす ぐに 見付 け る こ とが で きた 生徒 の理 由 は 、多 岐 にわ た って い る が 、 見 付 け ら

れ た生 徒 の うち 、24.7%が 「日頃 か らその 課 題 につ い て興 味 を もっ て い た 」 と 回 答 して

い る 。 また 、す ぐに課 題 を見 付 け られ な か っ た生 徒 の 理 由 は、 「対 象 範囲 が広 す ぎて迷 っ

て し まっ た」 や 「興 味 の あ る項 目が 多 くて絞 り きれ なか っ た」 と回 答 して い る 。

② 課 題学 習 に つ い て

今 回 の よ うな課 題 学 習 につ い て、 「楽 しい」 と回 答 した生 徒 が23.3%、 「ま あ まあ 楽 し

い」 と回答 した生 徒 が52 .1%い た 。

そ の理 由 は 、 「自分 の好 き な課 題 が 調 べ られ るか ら」 「み ん なで 話 し合 える か ら」 と記

述 して い る 。 ま た 、 「楽 しい ・まあ ま あ楽 しい 」 と回 答 した55名 の 生 徒 の うち 、78.2%

の生 徒 が 「課 題 をす ぐに見 付 け る こ とが で きた」 と回答 して い る。

なお 、「発 表 を した くない」 や 「先 生 の授 業 を聞 き ノー トを 取 る こ との 方 が 自分 に む

い て い る」 とい う理 由で 「教 室 で の 一 斉授 業 の 方 が いい 」 と回 答 した11名 の生徒 の うち、

81.8%の 生徒 は 、 「課 題 が す ぐに見 つ か らなか っ た」 と回 答 して い る 。

表3

Q2

Q1一 ア

楽 しい まあまあ楽 しい
教室での

一斉授業の方がよい どちら ともいえない 計

人数 % 人数 % 人数 % 人数 %

1

人数 %

課題がすぐに
見つかった

15 20.5% 28 38.4% 2 2.7% 6 8.2% 51 69.9%

課 題がす ぐに

見つからなかった
2 2.7% 10 13.7 9 12.3% 1 1.4% 22 30.1%

計 17 23.3% 38 52.1% 11 15.1 7 9.6%

1

73

③ 課 題 発 見 の た め の体 験 的 な活 動 につ い て

体 験 的 な学 習 は 、「楽 しい ・ため に な った(64.4%)」 「も う一度 や りた い(15.1%)」

と約8割 の 生 徒 が 好 意 的 な回 答 を して い る 。 また 、 「障 害 の あ る 人 や 高 齢 者 の 苦 労 が 分

か っ た」、 「学 校 の 水 が 汚 くて シ ョック だ っ た等 の 新 た な 発 見 を した り、 もっ とほ か の 実

習 も経 験 して み たい 」 との 希 望 を記 述 す る生 徒 もい た 。

課 題 発 見 の ため に体 験 的 な活動 を取 り入 れ た こ と につ い て は 、体 験 的 な活 動 か ら課 題

を直接 発 見 した とい う生 徒 もお り、体 験 的 な活動 を き っか け と して 日常 生 活 にお け る健

康 問題 等 へ の 視 野 を広 げ 、 主 体 的 に課 題 を把握 しよ う とす る姿 勢 が見 られ た。
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Q3体 験 的 な活 動 の 感 想

ア 楽 しい ・た め に なっ た … …47人(64.4%)

イ も う一 度 や りた い … …11人(15.1%)

ウ 人 の 苦 労 が 分 か った … …4人(5.5%)

工 課 題 が 見 つ け づ らか っ た … …1人(1 .4%)

オ そ の他 … …10人(13.7%)

④課題 解決のための調査研 究方法な どの体験的 な学 習 について

ウ

イi

グラフ6

課 題 解 決 に 向 け た 体験 的 な学 習 は 、調 査 研 究 な どの 文献 調 べ が 中心 とな っ て い る が 、 イ

ン ター ネ ッ トを活 用 した情 報収 集 や実 際 に病 院 等 を訪 問 して 、 イ ン タ ビュ ー をす る な ど工

夫 して い る グル ー プ が 多 くい た 。体 験 的 な学 習 を行 う こ とは 、課 題 を 自分 の もの と して 受

け止 め 、 主体 的 な課 題 解 決 へ の 意欲 を引 き出す こ と につ な が っ た と考 え る 。

また 、生 徒 の 興 味 ・関心 を 高 め 、 さ らに進 んだ 調 査研 究 を試 み た い とい う意 欲 を も っ た

生 徒 もい た 。

⑤ 課 題 学 習 へ の 取 り組 み に つ い て

課 題 学 習 に 「積極 的 に取 り組 め た」 と回答 した生 徒 が9。6%、 「あ る程 度 積 極 的 に取 り組

め た」 と回 答 した 生徒 が45.2%で あ った 。 また 、 ワ ー ク シー トに、 体験 的 な 活 動 を き っ か

け に健 康 に 関 す る興 味 ・関心 が高 ま った とい う感想 を記 入す る生 徒 が 多 くい た 。 しか し、

「興 味 が あ るが 班 員 に頼 った 」 「興 味 が わ かず 積極 的 に な れ な い」 と回答 した生 徒 を合 計 す

る と43.9%で あ っ た。

⑥ 課 題 学 習 の感 想 と取 り組 み につ い て

表4

Q4

Q1一 ア

② あ る程 度積 極

的 に取 り組 め
た

③ 興 味 はあ るが

班員に頼ってし

まった

④ 興味 はあ るが
積極 的 になれ

ない
⑤その他 計

入数 % 人数 % 入数 % 人数 % 入数 % 人数 %

課題がす ぐに
見つ かった

1

7
1

9.6% 21 ...

19 26.0% 3 4.1% 1 1.4%

1

51 69.9%

課題がす ぐに
見つか らなかった

0 0.0% 12 16.0% 9 12.0% 1 1.0% 0 0.0% 22 so.a%

計

1

7 9.6% 33 45.2% 28 38.4% 4 5.5% 1 1.4% 73

課題学習の感想が、楽 しい と回答 して も授業への取 り組みの姿勢が 「積極 的 に授 業 に取

り組 んでい る」 とは、必ず しもいえない。表4に あ るように、楽 しい とい う回答 を した生

徒 にも班 員 に頼 って しまっている生徒 が約半数い る。

また、「一斉授業 の方が よい」 と回答 した生徒 で も、積極 的 に授 業 に取 り組 めた と回 答

している生 徒の方が多い ことは注 目すべ き点であ る。

表5

Q4

Q2

① 自分か ら積極

的 に取 り組 め
た

■

② あ る程度 積極

的に取 り組め

た

③ 興 味 はあ るが
班員に頼ってし

まった

④ 興味 は あるが

積極 的 にな れ
ない

⑤その他 計

八数
ヨ

% 人数1% 人数1% 人数 % 人数 %

1

人数 %

楽 しい 3
1

4.1% 5 6.8% 8 11.0% 1 1.4% 0 0.0% 17 23.3%

まあ まあ楽 しい 9 5.0% 18 25.0% 15 21.0% 1 1.0% 0 0.0%

1

38
1

52.0%

一斉授業の方がよい 0
「

0.0% 7 9.6% 3 4.1% i 1.4% 0 0.0% 11 15.1

どちらともいえない 0 0.0% 3 4.0% 2 3.0% 1 1.0% i 1.0% 7 10.0%

計 7 9.6% 33 45.2% 28 38・4%14 5.5% 1 1.4%

1

73
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7研 究 の成果 と今後 の課題

本研究で は、生徒 自 ら課題 を見付け、解決 してい く学習過程 を通 して、生徒が主 体的 に学

習 に取 り組 める工夫 を した。また 、生徒 が意欲的に学習 を進め るための教 師の支援 の方法 を

実践的 に研究 した結果 、次の ようなことを明 らかにす ることがで きた。

(1)研 究 の成果

① 「日常生活 にお ける健康」 とい う単元 を新 たに設定 した ことについて

生徒 は、新 たな単元 を学習 したことで、普段の学校生活や家庭生活 の中か ら、主体 的

に発見 した健康 に関す る 「課題」 を自ら解 き明か し、 自らの力で調べ た り、考 えた り し

なが ら主体 的に学習へ とつ なげることがで きた。

②課題発 見の きっかけ として体験的 な活動 を活用 したことについて

課題学習 に対す る生徒 の興味 ・関心が増 し、主体的 な課題発見 ・課題把握 に結びつ け

るこ とがで きた。 この体験的 な活動は、生徒 自らが経験 を通 して新 たな健康 問題 に気 付

き、課題への意識 や学習意欲 を高め ることがで きた。

③学習段階 に応 じた学習 シー トや ワー クシー トを工夫 したことについて

学習 シー トや ワークシー トの作成 を通 して、生徒は、「個人」 ・ 「グル ー プ」 の学 習

の進 め方 に対す る理解や課題把握 における考 え方 ・学び方、疑 問点な どについて、解 決

す るための方法 を見 出す ことがで きた。また、生徒相互の評価 に も役立 てるこ とがで き

た。

④ 個 人の課題発見か ら、 グルー プの課題把握へ と学習形態 を変化 させ た ことにつ いて

学習課題 に対 し、多様 な見方があるこ とを理解 させ るとともに、話 し合 うことにより、

多 くの選択肢か らよ りよい方策 を探 り、総合的 に判 断 してい こうとす る生徒 の意欲 的 な

姿勢 を引 き出す こ とがで きた。

(2)今 後の課題

① 調査研 究活動 における時間の確保がで きるように、時間割 の編成や課外活動の利用 、 長

期休業期 間 を利用 した外部 施設訪 問 ・実験等 について工夫す る。

② 今回の課題学 習 をグループ研 究 としたため、その課題 設定 に必ず しも個人 の見付 け た課

題が当ては まらない場合 があるため、主体性 を大切 にす る学習方法 を工夫す る。

③ 学習 シー トや ワー クシー トを発展 させ、ポ ー トフォリオに よる自己評価 の在 り方 を工 夫

す る。
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